
様式４の２ 

令和６年度 学校運営協議会評価報告書２ 

鳥取県立米子南高等学校 

学校長 山﨑 和正  

評 価 日 令和７年２月２５日（火） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 重点目標の達成状況について 

・２基本的生活習慣について、原案Ｂであるが、経

過、達成状況の内容よりＣとしてはどうか 

・３的確な情報発信について、原案Ａであるが、発

信方法にさらなる改善の余地があり、Ｂでどうか。 

 

 

２ 目標達成のための取組結果について 

・学習時間について、学年ごとに成果は異なると考

える。量的な面で評価することは一面的ではない

か。 

 

 

３ 具体目標の達成状況について 

・学校として、生徒に対しどのような学力を身につ

け、そのためどのような学びを行うかなど、キャリ

ア教育の視点より明確にすることが肝要である。 

 

 

４ 目標達成のために取り組んだ具体方策について 

・プロフェッショナル・インターンシップについて

次年度以降参加する生徒が増えることを期待した

い。 

 

 

５ その他 

・販売実習等について、さまざまな試みが行われて

いるが、複数回行ったり、学科を超えた取り組みを

実施したらどうか。 

 

・いずれも提案通りとさせていただ

く。 

 

 

 

 

 

・経年比較する上で必要であるが、

生徒の実態をより把握するためには

学校アンケートの質問項目について

再考したい。 

 

 

・探究的な学びについて、取り組み

をより具体的に検討していきたい。 

 

 

 

 

・今年度の取組を、次年度以降に発

展させていきたい。受け入れ先等さ

らなる協力をお願いしたい。 

 

 

 

・次年度へのアイディアとして検討

してみたい。 

 


